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は
じ
め
に

定
仙
（
一
二
三
三
―
一
三
〇
二
頃
。
覚
如
房
）
は
鎌
倉
時

代
後
期
の
真
言
僧
で
、
鎌
倉
亀
谷
新
清
凉
寺
釈
迦
堂
を

拠
点
に
多
く
の
人
師
よ
り
多
数
の
法
流
を
受
法
し
た
人

物
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
が
管
理
す

る
国
宝
・
称
名
寺
聖
教
（
１
）
等
の
史
料
を
用
い
て
定
仙
の
受

法
活
動
を
中
心
に
研
究
・
発
表
し
て
き
た
が
、
そ
の
出

自
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
定
仙
を
単
な

る
受
法
に
熱
心
な
一
僧
侶
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
ず
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

一
、
定
仙
の
出
自
の
謎

①
新
清
凉
寺
釈
迦
堂
（
２
）

定
仙
は
幕
府
の
あ
っ
た
鎌
倉
の
中
心
地
近
く
、
亀
谷
（
３
）

に
あ
っ
た
新
清
凉
寺
釈
迦
堂
に
住
し
て
い
た
。
こ
の
亀

谷
新
清
凉
寺
釈
迦
堂
は
、
か
つ
て
西
大
寺
叡
尊
が
鎌
倉

下
向
の
際
、
す
な
わ
ち
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
二
月

二
十
九
日
か
ら
閏
七
月
末
頃
ま
で
止
住
し
た
寺
で
あ
る
。

叡
尊
が
こ
の
小
堂
に
止
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
は
、
叡
尊
の
鎌
倉
下
向
に
随
行
し
た
弟
子
性
海

の
日
記
『
関
東
往
還
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ

〔
個
人
研
究
〕

定
仙
の
出
自
に
つ
い
て

大
八
木
隆
祥
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も
叡
尊
を
招
聘
し
た
金
沢
実
時
が
叡
尊
の
為
に
用
意
し

て
い
た
寺
は
、
自
ら
が
開
基
し
た
称
名
寺
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
叡
尊
は
、
自
ら
の
誓
願
に
よ
り
資
縁
の
あ
る

寺
に
は
住
め
な
い
こ
と
、
自
分
が
住
む
た
め
に
不
断
念

仏
を
止
め
さ
せ
る
の
は
本
意
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に

「
か
た
が
た
止
住
し
難
し
」
と
し
て
こ
れ
を
辞
し
た
。
こ

の
た
め
実
時
は
一
族
を
集
め
鎌
倉
中
の
無
縁
の
寺
を
探

し
、
よ
う
や
く
亀
谷
に
釈
迦
堂
を
見
つ
け
叡
尊
に
勧
め

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
叡
尊
は
釈
迦
堂
に
止
住
す
る

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
時
点
の
釈
迦
堂

は
そ
の
名
の
通
り
清
凉
寺
式
釈
迦
像
を
祀
る
た
だ
の
堂

で
あ
り
、
寺
と
し
て
の
体
裁
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
た
め
叡
尊
自
身
も
他
の
僧
も
近
隣
の
民

家
を
宿
所
と
し
て
お
り
、
叡
尊
が
滞
在
す
る
よ
う
に
な
っ

て
一
ヶ
月
後
に
温
室
（
浴
室
）
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
釈
迦
堂
と
定
仙
と
の
関
係
が
確
認
で
き
る
最
初

の
史
料
は
建
治
三
年（
一
二
七
七
）三
月
十
一
日
の『
印
信
』

で
あ
る
。

右
於
釈
迦
堂
道
場

（
４
）

、
奉
授
秘
印
於
上
人
定
仙
了
、

建
治
三
年
三
月
十
一
日
翼
宿
木
曜 （
５
）

称
名
寺
聖
教
に
は
こ
れ
を
遡
る
日
付
の
史
料
と
し
て

『
聖
天
頸
次
第
（
６
）
』
が
あ
る
。

文
永
十
一
年
甲戌

七
月
二
十
五
日
、
一
交
了
、
定
仙

こ
れ
が
称
名
寺
聖
教
に
確
認
で
き
る
定
仙
の
事
績
の

最
初
の
も
の
と
な
る
が
、
場
所
に
つ
い
て
は
記
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
が
釈
迦
堂
で
記
さ
れ
た
も
の

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
文
永
十
一
年

（
一
二
七
四
）
か
ら
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
の
日
付
が
記

さ
れ
た
史
料
が
多
く
伝
存
す
る
が
、
い
ず
れ
も
場
所
に

つ
い
て
の
記
述
が
な
く
、
こ
の
時
期
に
釈
迦
堂
に
住
し

て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
叡
尊
が
釈
迦
堂
を
去
っ
た
弘
長
二
年

（
一
二
六
二
）
の
閏
七
月
末
頃
か
ら
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）

の
間
に
、
定
仙
は
釈
迦
堂
に
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
以
降
、
定
仙
は
こ
の
釈
迦
堂
を
拠
点
に

活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
称
名
寺
聖
教
の
内
、
定
仙
の

名
が
最
後
に
確
認
で
き
る
史
料
は
、『
伝
法

（
７
）
』
で
あ
る
。

正
安
三
年
十
二
月
廿
日　

於
亀
谷
清
凉
寺
、
授
智
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照
法
師
了　

大
阿
闍
梨
定
仙
〈
判
〉

す
な
わ
ち
称
名
寺
聖
教
で
は
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）

十
二
月
二
十
日
が
定
仙
生
存
を
示
す
下
限
と
な
る
。
こ

の
後
は
伊
豆
守
山
の
真
珠
院
に
あ
る
定
仙
大
和
尚
塔
の

地
輪
部
西
面
に
記
さ
れ
た
銘
文
、

釈
迦
如
来
滅
後
二
千
二
百
五
十
三
歳
、
正
安
壬
寅

卯
月
二
日
、
奉
為
報
謝
師
恩
自
他
得
道
、
金
剛
仏

子
権
律
師
玄
頂
敬
遂
造
立
供
養
矣
（
８
） 

に
よ
っ
て
、
造
塔
の
日
付
「
正
安
壬
寅
卯
月
二
日
」、
す

な
わ
ち
正
安
四
年
（
一
三
〇
二
）
四
月
二
日
ま
で
に
没
し

た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
最
晩
年
ま
で
釈
迦
堂
に
住
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
定
仙
は
遅
く
と

も
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
か
ら
最
晩
年
ま
で
、
こ
の
釈

迦
堂
に
住
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
（
９
）
、
先
述
の
よ
う
に
、

釈
迦
堂
は
資
縁
を
有
さ
な
い
寺
で
あ
り
、
寺
容
も
鎌
倉

下
向
中
の
叡
尊
が
逗
留
し
た
こ
と
で
か
ろ
う
じ
て
整
備

さ
れ
た
よ
う
で
は
あ
る
が
、
狭
隘
な
土
地
に
建
つ
た
だ

の
堂
で
あ
っ
た
。
生
活
に
か
か
る
費
用
、
ま
た
、
精
力

的
な
受
法
活
動
に
か
か
る
費
用
、
例
え
ば
阿
闍
梨
へ
の

謝
礼
、
聖
教
の
書
写
に
必
要
な
紙
代
な
ど
は
、
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
に
賄
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
寺
自
体

に
資
縁
が
無
い
と
な
れ
ば
、
定
仙
自
身
に
経
済
的
基
盤

が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
か
。
あ
る
い
は
叡
尊
が
去
っ

た
後
も
、
釈
迦
堂
は
北
条
氏
の
庇
護
を
受
け
続
け
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

先
述
の
よ
う
に
定
仙
は
建
治
三
年
に
は
釈
迦
堂
に
住

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
点
で
四
十
五
歳

で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
経
歴
は
杳
と
し
て
知
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
出
自
は
も
ち
ろ
ん
入
門
の
師
、
加
行
・
灌

頂
の
師
に
つ
い
て
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
称
名
寺

聖
教
に
初
め
て
名
が
現
れ
る
文
永
十
一
年
以
前
に
、
定

仙
の
事
跡
と
思
わ
れ
る
遺
物
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、

大
分
県
臼
杵
市
野
津
町
大
字
王
子
に
あ
る
国
指
定
重
要

文
化
財
の
石
造
九
重
塔
で
あ
る
。
こ
の
石
塔
の
初
層
軸

部
北
面
、
弥
勒
が
彫
刻
さ
れ
た
そ
の
左
側
に
、

起
立
文
永
二
二
大
歳
丁
卯　

卯
月
八
日　

僧
定
仙

　

敬
白

と
い
う
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
定
仙
が
今
問
題
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と
し
て
い
る
定
仙
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
術
は
な
い
が
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
と
い
え
ば
定

仙
三
十
五
歳
の
年
で
あ
り
年
代
的
に
矛
盾
は
な
い
。
臼

杵
に
九
重
塔
を
建
立
し
た
文
永
四
年
か
ら
、
建
治
三
年

ま
で
の
十
年
の
間
に
、
定
仙
は
鎌
倉
に
下
っ
て
新
清
凉

寺
釈
迦
堂
に
入
り
、
そ
こ
を
拠
点
に
活
動
を
始
め
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

②
頼
助
か
ら
の
受
法

釈
迦
堂
を
拠
点
と
し
て
か
ら
の
定
仙
は
こ
れ
ま
で
筆

者
が
発
表
し
て
き
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
師
か
ら
多
く

の
法
流
を
受
け
続
け
た
。
受
法
し
た
師
を
挙
げ
れ
ば
佐
々

目
遺
身
院
頼
助
、
三
河
僧
都
定
祐
、
常
陸
法
印
定
宣
、

専
空
、
増
瑜
、
奝
位
、
願
行
上
人
憲
静
、
親
玄
、
義
能
、

覚
雅
、
了
一
上
人
公
然
、
塔
忍
、
聖
忍
、
円
意
、
勝
円
、

性
海
、
円
祐
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
法
流
で
い
え
ば
、
大

ま
か
に
い
っ
て
も
安
祥
寺
流
、
勧
修
寺
流
、
三
宝
院
流

道
教
方
（
地
蔵
院
流
）、
同
意
教
方
、
同
憲
深
方
、
金
剛

王
院
相
伝
の
三
宝
院
流
、
理
性
院
流
、
西
院
流
等
、
諸

流
諸
方
を
受
法
し
て
い
る
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
佐
々

目
遺
身
院
頼
助
か
ら
の
受
法
で
あ
る

A
C
B

。

頼
助
（
一
二
四
六
―
一
二
九
六
）
は
、
鎌
倉
幕
府
四
代
執

権
北
条
経
時
の
次
男
で
あ
る
。
初
め
佐
々
目
遺
身
院
の

守
海

A
D
B

に
入
門
し
て
頼
守
と
号
し
た
。
遺
身
院
は
頼
助
の

父
で
あ
る
経
時
の
墓
が
建
立
さ
れ
た
地
に
開
か
れ
た
寺

で
あ
り
、
守
海
は
そ
の
初
代
長
老
で
あ
る
。
文
永
二
年

（
一
二
六
五
）
に
守
海
よ
り
三
宝
院
流
の
伝
法
灌
頂
を
受

け
、さ
ら
に
そ
の
二
年
後
の
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
に
は
、

安
祥
寺
流
の
正
嫡
で
あ
る
良
瑜

A
E
B

か
ら
安
祥
寺
流
を
相
承

し
て
い
る
。
そ
れ
は
良
瑜
が
亡
く
な
る
ま
さ
に
そ
の
年

で
あ
っ
た
。
良
瑜
の
付
法
は
京
に
四
人
、
鎌
倉
に
九
人

い
た
が
、
そ
の
最
後
に
受
法
し
た
頼
助
が
安
祥
寺
流
の

正
嫡
と
し
て
一
切
を
相
承
し
た
。
す
な
わ
ち
、
良
瑜
の

下
向
に
よ
り
安
祥
寺
流
嫡
流
は
鎌
倉
に
移
り

A
F
B

、
頼
助
が

正
嫡
と
な
っ
た
こ
と
で
そ
れ
は
確
固
た
る
も
の
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
以
降
、
鎌
倉
に
お
い
て
頼
助
の
門
下
に

代
々
相
承
さ
れ
た
そ
の
嫡
流
が
再
び
安
祥
寺
に
移
っ
た

の
は
、
北
条
氏
出
身
で
鶴
岡
別
当
で
も
あ
っ
た
有
助
が
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元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
に
一
族
の
滅
亡
と
共
に
自
害
し

た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
定
仙
が
そ
の
頼
助
か
ら
安
祥
寺

流
を
受
法
し
た
の
は
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
が
初
め

て
で
あ
り
、
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
に
『
七
重
大
事
』

を
譲
与
さ
れ
た
の
が
最
後
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の
受

法
の
時
期
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
、
頼
助
の
事

蹟
と
併
せ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

元
々
は
佐
々
目
遺
身
院
守
海
の
弟
子
と
し
て
「
頼
守
」

と
号
し
て
い
た
頼
助
で
あ
る
が
、
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）

に
法
助

A
G
B

に
従
っ
て
仁
和
寺
御
流
を
相
承
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
「
頼
助
」
と
改
名
し
た
。
本
来
仁
和
寺
門
跡
以

外
に
は
授
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
仁
和
寺
御
流
が
頼
助

に
授
け
ら
れ
た
背
景
に
は
、
時
の
執
権
北
条
時
宗
を
巻

き
込
ん
で
の
き
わ
め
て
政
治
的
な
駆
け
引
き
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る

A
H
B

。

こ
う
し
て
三
宝
院
流
、
安
祥
寺
流
（
正
嫡
）、
仁
和
寺

御
流
を
相
承
し
た
頼
助
は
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）

に
は
法
印
に
補
せ
ら
れ
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
に
は

時
宗
の
命
に
よ
り
上
位
の
護
持
僧
を
差
し
置
い
て
異
国

調
伏
祈
祷
を
命
ぜ
ら
れ
そ
の
大
役
を
果
た
し
て
い
る
。
そ

し
て
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）、
頼
助
は
十
代
鶴
岡
別
当
に

補
任
さ
れ
、
鎌
倉
の
宗
教
界
の
ト
ッ
プ
に
登
り
つ
め
る
。

北
条
氏
出
身
僧
で
鶴
岡
別
当
に
な
っ
た
の
は
頼
助
が
初

め
て
で
あ
っ
た
。
以
降
、
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
に
入

滅
す
る
ま
で
、
鶴
岡
別
当
と
し
て
鎌
倉
の
地
に
あ
り
な

が
ら
、
源
氏
の
氏
神
で
あ
る
京
都
六
条
若
宮
別
当
（
弘
安

十
年

A
I
B

）、
東
寺
長
者

A
J
B

（
弘
安
十
年
～
正
応
五
年

A
K
B

）、
大
僧
正
、

将
軍
家
持
仏
堂
久
遠
寿
量
院
別
当
（
正
応
元
年

A
L
B

）、
東
大

寺
別
当
（
正
応
五
年
～
永
仁
三
年

A
M
B

）
な
ど
を
歴
任
し
た

A
N
B

。

定
仙
が
最
初
に
頼
助
よ
り
安
祥
寺
流
を
受
け
た
の
は
、

頼
助
が
異
国
調
伏
祈
祷
を
勤
め
た
弘
安
四
年
で
あ
る
。

頼
助
か
ら
定
仙
に
授
け
ら
れ
た
『
伝
法
灌
頂
相
承
血
脈
』

の
奥
書
に
は
、

弘
安
四
年
辛巳

九
月
廿
六
日
戊子

賜
大
法
師
定
仙

伝
授
阿
闍
梨
法
印
権
大
僧
都　

頼
助

A
O
B

と
あ
る
。
ま
た
、
や
は
り
頼
助
か
ら
定
仙
に
授
け
ら
れ

た
『
秘
密
印
信
』
と
題
さ
れ
る
印
信
も
あ
り
、

弘
安
四
年
辛巳

十
月
十
九
日
辛亥　

大
法
師
授
定
仙
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
定
仙
は
こ
の
弘
安
四
年
の
頼
助
か

ら
の
受
法
内
容
を
、
同
年
十
一
月
二
十
五
日
に
『
安
祥

寺
口
伝
付
七
重

A
P
B

』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ま
と
め
て
い
る
。
奥

書
に
い
う
、

已
上
安
祥
寺
一
流
記
、
師
口
伝
、

非
写
瓶
者
不
可
令
見
之
、
左
々
目
法
印
御
房
御
口

伝
也
、

弘
安
四
年
十
一
月
廿
五
日
、
酉
尅
記
之
了
、
定
仙

四
十
九　

書
了
、

「
左
々
目
法
印
御
房
」
は
頼
助
の
こ
と
で
あ
る
。「
非
写

瓶
者
不
可
令
見
之
」
と
い
う
記
述
や
、
安
祥
寺
流
最
秘

の
大
事
で
あ
り
唯
授
一
人
の
極
底
と
さ
れ
る
「
七
重
大

事
」
の
口
決
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の

時
点
で
一
流
皆
伝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
後
、し
ば
ら
く
間
が
空
い
て
正
応
元
年（
一
二
八
八
）、

定
仙
は
頼
助
よ
り
直
接
『
七
重
大
事
』
の
印
信
を
譲
与

さ
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
『
七
重
大
事
』
自
体
は
す
で
に

授
け
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
伝
授
で

は
な
く
印
信
そ
の
も
の
が
渡
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
の
印
信
の
奥
書
に
い
う
、

本
云
、
正
応
元
年
十
一
月
一
日　

授
定
仙
聖
人
畢

此
本
者
自
元
所
持
物
也　

僧
正
頼
助

す
な
わ
ち
、
定
仙
が
頼
助
か
ら
頼
助
自
身
が
所
持
し
て

い
た
『
七
重
大
事
』
の
印
信
を
直
接
授
け
ら
れ
た
こ
と

が
窺
え
る
。
こ
の
『
七
重
大
事
』
を
授
け
ら
れ
た
正
応

元
年
（
一
二
八
八
）
は
、
既
に
鶴
岡
別
当
の
地
位
に
あ
る

頼
助
が
将
軍
家
持
仏
堂
久
遠
寿
量
院
別
当
に
補
せ
ら
れ

た
年
で
あ
る
。

北
条
得
宗
家
出
身
で
あ
り
安
祥
寺
流
の
正
嫡
で
あ
り

幕
府
の
異
国
調
伏
祈
祷
に
大
抜
擢
さ
れ
た
頼
助
よ
り
安

祥
寺
一
流
を
受
法
し
た
と
い
う
点
、
さ
ら
に
、
す
で
に

鶴
岡
別
当
・
京
都
六
条
若
宮
別
当
・
東
寺
長
者
・
大
僧

正
で
あ
っ
た
頼
助
が
将
軍
家
持
仏
堂
久
遠
寿
量
院
別
当

に
補
せ
ら
れ
た
そ
の
年
に
頼
助
自
身
が
所
持
し
て
い
た

一
流
最
秘
の
印
信
を
直
接
譲
ら
れ
た
と
い
う
点
を
考
え

て
み
て
も
、
定
仙
を
一
介
の
僧
侶
と
は
考
え
難
い
。
鎌

倉
宗
教
界
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
し
た
頼
助
は
自
ら
の
法
流

を
広
め
る
の
に
も
熱
心
だ
っ
た
よ
う
で
比
較
的
多
く
の
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者
に
付
法
し
た
が
、
そ
れ
で
も
誰
も
が
望
め
ば
叶
う
と

い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

③
定
仙
の
墓
所

伊
豆
半
島
の
付
け
根
の
西
方
を
走
る
狩
野
川
の
東
岸

に
、
守
山
と
呼
ば
れ
る
標
高
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
が

あ
る
。
こ
の
守
山
の
北
西
側
に
は
史
跡
北
条
氏
邸
跡
が

あ
り
、
東
側
に
は
北
条
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
願
成
就

院
の
跡
が
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る

A
Q
B

。
つ
ま
り
こ
の
小

さ
な
山
全
体
が
北
条
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
。
守
山
の

麓
、
願
成
就
院
か
ら
時
計
回
り
に
、
南
東
に
は
満
願
寺

跡
が
あ
り
、
南
に
は
真
珠
院
が
あ
る

A
R
B

。

真
珠
院
は
現
在
曹
洞
宗
に
属
す
る
が
、
寺
伝
に
よ
れ
ば

鎌
倉
時
代
の
開
創
当
初
は
真
言
宗
で
あ
り
、
室
町
時
代

中
期
に
曹
洞
宗
に
改
宗
し
た
と
い
う
。
願
成
就
院
も
満

願
寺
（
廃
寺
）
も
真
言
宗
な
の
で
、
こ
の
守
山
の
麓
の
寺

院
群
は
真
言
宗
寺
院
と
し
て
願
成
就
院
を
中
心
に
相
互

に
関
連
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
真
珠
院
の
本
堂
裏
手
に
は
、
先
述
し
た
定
仙
大
和

尚
塔
が
あ
る
。
こ
の
石
造
五
輪
塔
の
地
輪
部
北
面
に
は

「
石
城
結
縁
衆
」
と
あ
り
「
石
城
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
塔
は
単
な
る
供
養
塔
で
は

な
く
、
ま
さ
に
定
仙
の
墓
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

称
名
寺
聖
教
に
よ
る
限
り
そ
の
事
跡
は
鎌
倉
に
お
け
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
定
仙
の
墓
所
が
伊
豆
守
山

に
あ
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
？

そ
こ
で
称
名
寺
聖
教
以
外
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
定

仙
と
伊
豆
守
山
と
の
関
り
を
間
接
的
に
示
す
い
く
つ
か

の
史
料
が
確
認
で
き
た

A
S
B

。
例
え
ば
、
大
阪
市
立
美
術
館

所
蔵
『
覚
禅
鈔
』「
無
垢
浄
光
陀
羅
尼
経
」
の
奥
書
に
は
、

正
安
第
二
之
暦
暮
春
十
三
之
日 

於
豆
州
守
山
満
願

院
之
道
場

以
鎌
倉
亀
谷
尺
迦
堂
之
御
本
採
翰
墨
令
模
写
了
、

沙
門
定
禅

と
あ
る
。
こ
れ
は
定
禅
が
永
仁
七
年
（
一
二
九
九
）
二
月

十
六
日
か
ら
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
三
月
十
三
日
の
間

に
書
写
し
た
『
覚
禅
鈔
』
定
仙
所
持
本
（
親
玄
所
持
本
を

定
仙
が
書
写
し
た
も
の
）
を
底
本
と
し
た
写
本
群
の
一
つ
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で
あ
る

A
T
B

。
定
禅
の
名
は
定
仙
大
和
尚
塔
の
銘
文
「
石
城

結
縁
衆
」
の
中
で
「
定
禅
大
徳

A
U
B

」
と
筆
頭
に
記
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
鎌
倉
の
新
清
凉
寺
で
も
定
仙
所
持
本
を

書
写
し
た
写
本

A
V
B

が
伝
存
す
る
な
ど
、
晩
年
の
定
仙
と
行

動
を
共
に
し
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
『
覚
禅
鈔
』

の
写
本
の
ほ
と
ん
ど
に
は
書
写
し
た
場
所
が
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
唯
一
こ
の
「
無
垢
浄
光
陀
羅
尼
経
」
の
奥

書
に
は
伊
豆
守
山
の
満
願
院
（
寺
）
で
書
写
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
で
き
、
他
の
写
本
も
同
様
に
満
願
寺
で
書
写
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
定
禅
は
定
仙
所
持

本
を
伊
豆
に
お
い
て
書
写
し
た
の
か
？ 
そ
の
理
由
を
考

え
る
時
、
こ
の
永
仁
七
年
二
月
十
六
日
か
ら
正
安
二
年

三
月
十
三
日
と
い
う
期
間
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
称

名
寺
聖
教
の
定
仙
関
連
史
料
を
確
認
す
る
と
、
永
仁
六

年
（
一
二
九
八
）
十
二
月
一
日
と
い
う
日
付
が
記
さ
れ
た

史
料
（
二
九
〇
函
三
九
『
酉
院
汀
大
事
等
口
伝
』）
は
あ
る

が
、
そ
の
次
は
正
安
二
年
十
一
月
七
日
と
記
さ
れ
た
史

料（
二
五
八
函
四
、六
―
六『
灌
頂
口
伝
』）と
な
る
。
つ
ま
り
、

定
禅
が
伊
豆
で
定
仙
所
持
本
を
書
写
し
て
い
た
期
間
は
、

称
名
寺
聖
教
に
お
い
て
は
定
仙
の
活
動
が
追
え
な
い
空

白
期
間
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推

し
量
る
に
、
定
禅
が
書
写
し
た
定
仙
所
持
の
『
覚
禅
鈔
』

だ
け
が
伊
豆
に
移
動
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
定
仙
と
共

に
伊
豆
に
移
動
し
、定
禅
は
そ
こ
で
定
仙
よ
り
『
覚
禅
鈔
』

を
借
覧
し
て
書
写
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
満
願
寺
は
あ
く
ま
で
定
禅
が
書
写
し
た
場
所
で

あ
り
、
定
仙
が
伊
豆
の
ど
こ
に
滞
在
し
た
か
は
不
明
で

あ
る
。
こ
の
定
仙
が
生
前
に
鎌
倉
と
伊
豆
と
を
移
動
し

て
い
た
可
能
性
は
、
称
名
寺
聖
教
と
大
阪
市
立
美
術
館

所
蔵
資
料
と
を
突
き
合
わ
せ
て
初
め
て
判
明
し
た
こ
と

で
あ
る
。
称
名
寺
聖
教
で
は
確
認
で
き
な
い
他
の
期
間

に
つ
い
て
も
同
様
に
、
伊
豆
等
に
移
動
し
て
い
た
た
め

に
鎌
倉
に
史
料
が
残
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
定
仙
は
亡
く
な
っ
て
か
ら
初
め
て
無
縁
の
伊

豆
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
伊
豆
守
山
に

は
生
前
か
ら
何
ら
か
の
縁
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
彼
の

地
に
葬
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と
、
定
仙
は
鎌
倉
に
お
い
て
資

縁
の
無
い
新
清
凉
寺
釈
迦
堂
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た

が
、
こ
の
寺
は
か
つ
て
北
条
実
時
が
招
い
て
鎌
倉
に
下

向
し
て
き
た
西
大
寺
叡
尊
が
実
時
の
世
話
で
逗
留
し
た

寺
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
定
仙
は
多
く
の
人
師
か
ら
多
数

の
法
流
を
受
法
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
北
条
得
宗
家
出

身
で
鎌
倉
宗
教
界
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
し
た
頼
助
も
お
り
、

定
仙
は
そ
の
頼
助
か
ら
直
接
の
受
法
や
聖
教
の
譲
与
が

適
う
立
場
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
定
仙
は
北
条
氏
の
本

拠
地
で
あ
る
伊
豆
守
山
と
生
前
か
ら
縁
が
あ
り
、
没
後
、

彼
の
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

以
上
か
ら
筆
者
は
、
定
仙
は
北
条
氏
と
何
ら
か
の
関
係

の
あ
る
人
間
、
こ
と
に
よ
る
と
定
仙
自
身
が
北
条
氏
出
身

あ
る
い
は
近
縁
の
も
の
と
仮
定
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

筆
者
が
初
め
て
定
仙
に
つ
い
て
論
じ
た
拙
稿2013

に
お

い
て
す
で
に
指
摘
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
以
降
、
研
究

を
進
め
新
た
な
知
見
を
得
る
ご
と
に
そ
の
考
え
は
ま
す
ま

す
強
く
な
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
現
時
点
で
確
認
し
え
た

情
報
を
踏
ま
え
改
め
て
ま
と
め
た
。

以
上
を
踏
ま
え
、
次
節
か
ら
は
定
仙
の
出
自
に
関
係
す

る
と
思
わ
れ
る
他
の
資
料
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
に

す
る
。二

、
定
仙
の
出
自
を
再
考
す
る

①
『
尊
卑
分
脈
』
に
記
さ
れ
た
定
仙

定
仙
に
つ
い
て
調
べ
始
め
た
当
初
、『
尊
卑
分
脈
』
に

お
い
て
定
仙
の
名
が
姉
小
路
顕
朝
の
系
図
中
に
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

姉
小
路
顕
朝
（
一
二
一
二
―
一
二
六
六
）
は
、
参
議
・
姉

小
路
宗
房
の
長
男
で
、
後
嵯
峨
院
の
信
任
篤
く
、
院
の

伝
奏
を
務
め
、
一
族
で
唯
一
権
大
納
言
に
ま
で
昇
っ
た

人
物
で
あ
る
。
定
仙
の
名
は
、
こ
の
顕
朝
の
嫡
子
・
忠

方
の
並
び
に
あ
る
生
母
不
詳
の
女
子
の
二
人
目
の
下
に

出
る
。中

納
言
資
平
室
、
生
一
女
、
離
別
、
後
公
禅
法
印

の
妻
、
生
定
仙

A
W
B 

こ
れ
に
よ
れ
ば
定
仙
は
顕
朝
の
子
の
子
、
す
な
わ
ち
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孫
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
顕
朝
の
子
や
そ
の
配
偶
者

の
内
、
生
没
年
が
確
認
で
き
る
者
と
定
仙
の
生
没
年

と
を
比
較
す
る
と
、
世
代
が
合
わ
な
い
こ
と
に
気
付

く
。
ま
ず
、
顕
朝
の
嫡
子
・
忠
方
は
一
二
四
一
年
生
ま

れ
、
一
人
目
の
女
子
が
嫁
い
だ
相
手
で
あ
る
久
我
通
基

は
一
二
四
〇
年
生
ま
れ
、
二
人
目
の
女
子
す
な
わ
ち
定

仙
の
母
と
さ
れ
る
人
物
が
最
初
に
嫁
い
だ
相
手
が
源
資

平
で
一
二
二
三
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
定
仙

は
一
二
三
三
年
生
ま
れ
な
の
で
、
嫡
子
で
あ
る
忠
方
や

久
我
通
基
よ
り
も
年
上
で
あ
り
、
顕
朝
の
孫
と
い
う
よ

り
世
代
的
に
は
子
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
た
め
、
当
初
こ
の
姉
小
路
顕
朝
の
系
図
に
現
れ
る
「
定

仙
」
は
件
の
定
仙
と
は
別
人
で
あ
る
と
結
論
し
て
そ
れ

以
上
は
考
察
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
尊
卑
分
脈
』
に

は
編
者
の
錯
誤
が
ま
ま
あ
り
、
世
代
や
系
統
や
婚
姻
関

係
を
取
り
違
え
る
よ
う
な
例
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
今
一
度
検
討
し
よ
う
と
思
い
立
っ

た
次
第
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
姉
小
路
顕
朝
の
系
図
に

現
れ
る
「
定
仙
」
の
位
置
は
系
図
作
者
が
世
代
を
錯
誤

し
た
も
の
で
、
こ
の
「
定
仙
」
こ
そ
が
ま
さ
に
件
の
定

仙
で
あ
り
、
実
際
は
顕
朝
の
孫
で
は
な
く
世
代
的
に
矛

盾
の
無
い
子
で
あ
る
と
考
え
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？

こ
の
仮
定
に
立
っ
た
場
合
、
あ
る
重
要
な
人
物
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
先
に
挙
げ
た
顕
朝
の
子
の
内
、
一

人
目
の
女
子
の
嫁
ぎ
先
に
つ
い
て『
尊
卑
分
脈
』で
は「
内

大
臣
通
基
室
」と
記
さ
れ
て
い
る
。「
通
基
」と
い
う
の
は
、

右
近
衛
大
将
久
我
通
忠
の
子
、
内
大
臣
の
久
我
通
基
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
通
基
の
兄
弟
に
定
仙
が
鎌
倉
で
親

し
く
受
法
し
交
流
し
た
親
玄
（
一
二
四
九
―
一
三
二
二

A
X
B

）

が
い
る
。
親
玄
は
三
宝
院
流
道
教
方
の
正
嫡
で
あ
る
親

快
の
嫡
弟
で
、
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
十
二
月
ま
で
に

は
醍
醐
寺
か
ら
鎌
倉
に
下
向
し
、
祈
祷
勤
仕
僧
と
し
て

最
晩
年
ま
で
鎌
倉
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、永
福
寺
別
当
、

久
遠
寿
量
院
別
当
を
務
め
、
さ
ら
に
鎌
倉
に
居
な
が
ら

醍
醐
寺
座
主
に
二
度
（
第
四
十
六
世
・
第
四
十
八
世
）、
東

寺
長
者
に
も
補
せ
ら
れ
て
い
る
。

定
仙
と
親
玄
の
交
流
を
示
す
最
も
古
い
記
録
は
仏
法

紹
隆
寺
聖
教
や
真
福
寺
聖
教
に
伝
存
す
る
『
秘
鈔
』
巻
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第
十
の
写
本
の
奥
書
で
、
そ
こ
に
は
「
正
応
三
年
八
月

二
十
九
日
」
と
あ
る
。
三
宝
院
流
一
流
に
お
け
る
『
秘

鈔
』
の
位
置
を
考
え
る
な
ら
ば
、
交
流
の
は
じ
ま
り
は

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
伝
授

の
記
録
は
称
名
寺
聖
教
に
残
さ
れ
て
お
り
、
親
玄
が
相

承
す
る
三
宝
院
流
道
教
方
の
一
流
全
体
に
わ
た
る
伝
授

が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
称
名
寺
聖
教
に
見
ら

れ
る
受
法
の
日
付
が
明
ら
か
な
記
録
と
し
て
は
正
応
五

年
（
一
二
九
二
）
正
月
二
十
六
日
が
最
後
と
な
る
が

A
Y
B

、
そ

の
後
も
、
親
玄
自
身
に
よ
る
鎌
倉
滞
在
中
の
日
記
『
親

玄
僧
正
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
定
仙
は
親
玄
の
住
坊
を

四
回
訪
ね
て
い
る
。
そ
の
最
後
の
日
付
は
正
応
六
年

（
一
二
九
三
）
九
月
二
十
一
日
で
あ
る

A
Z
B

。
つ
ま
り
、
鎌
倉

に
お
け
る
定
仙
と
親
玄
の
交
流
は
、
親
玄
が
鎌
倉
に
下

向
し
た
直
後
の
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
頃
よ
り
正
応
六

年
（
一
二
九
三
）
九
月
頃
ま
で
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
こ

の
間
、
定
仙
は
親
玄
所
持
の
聖
教
を
多
く
書
写
し
て
い

る
が
、
そ
の
中
に
は
、
道
教
が
所
持
し
て
い
た
成
賢
自

筆
本
な
ど
と
い
う
、
い
わ
ば
法
流
に
と
っ
て
の
宝
物
と

も
い
う
べ
き
も
の
ま
で
借
覧
し
書
写
し
て
い
る
。

一
法
流
の
正
嫡
で
あ
り
、
幕
府
の
祈
祷
勤
仕
僧
で
あ

り
、
永
福
寺
・
久
遠
寿
量
院
両
別
当
、
醍
醐
寺
座
主
、

東
寺
長
者
を
務
め
る
よ
う
な
人
物
に
、
下
向
直
後
か
ら

受
法
し
、
住
坊
ま
で
気
安
く
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
、
法

流
の
重
書
ま
で
借
覧
し
得
た
定
仙
は
、
い
っ
た
い
親
玄

と
ど
の
よ
う
な
関
係
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

と
こ
れ
ま
で
考

え
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
定
仙
が
姉
小
路
顕
朝
の
子
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
親
玄
と
は
姻
戚
関
係
と
な
り
鎌
倉
に

お
け
る
親
し
い
交
流
に
も
合
点
が
い
く
。
し
か
し
、
定

仙
が
姉
小
路
家
の
人
間
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
親
玄
と

の
交
流
を
除
い
て
は
他
の
疑
問
点
は
何
も
解
決
し
な
い
。

顕
朝
は
定
仙
が
鎌
倉
に
下
る
前
に
す
で
に
死
ん
で
お
り
、

姉
小
路
家
自
体
も
顕
朝
の
嫡
子
忠
方
の
代
で
没
落
し
事

実
上
の
家
名
断
絶
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
顕
朝
を
重

用
し
た
後
嵯
峨
院
も
そ
の
皇
子
で
第
六
代
鎌
倉
将
軍
の

宗
尊
親
王
も
定
仙
が
鎌
倉
に
て
本
格
的
な
受
法
活
動
を

す
る
頃
に
は
死
去
の
前
後
で
ほ
と
ん
ど
影
響
力
は
持
っ

て
い
な
か
っ
た
。
結
果
、
定
仙
が
顕
朝
の
子
で
あ
っ
た
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と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
に
は
定
仙
の
受
法
活
動
を

支
え
る
ほ
ど
の
力
は
な
く
、
た
だ
親
玄
と
の
親
し
い
関

係
を
説
明
し
う
る
に
と
ど
ま
る
。
北
条
氏
と
の
つ
な
が

り
に
つ
い
て
も
何
も
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
、
定
仙
は
姉
小
路
家
の
人
間
な
の
で
あ
ろ
う

か
？実

は
こ
の
答
え
は
既
に
出
て
い
た
。
鎌
倉
で
活
動
し
た

寺
門
派
の
僧
侶
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
平2009

に
定

仙
に
つ
い
て
記
し
た
項
が
あ
る
。
そ
の
定
仙
と
は
、
本

稿
で
問
題
と
し
て
い
る
覚
如
房
定
仙
の
こ
と
で
は
な
く
、

寺
門
の
教
月
院
定
仙
の
こ
と
で
あ
る
。

定
仙
法
印
（
一
二
六
〇
―
？
）
は
大
納
言
葉
室
顕
朝

の
孫
で
あ
る
。
顕
朝
女
が
按
察
使
中
納
言
源
資
平

と
離
縁
し
た
の
ち
、
公
禅
法
印
と
の
間
に
生
ま
れ

た
の
が
定
仙
で
あ
る
。
源
資
平
の
猶
子
と
な
り
、

公
名
は
中
納
言
。
顕
密
兼
修
で
あ
る
が
、
顕
教
が

活
動
の
中
心
で
あ
る
。
弘
安
二
年
四
月
の
仙
洞
最

勝
講
へ
の
出
仕
が
初
見
。
そ
の
時
、「
最
勝
講
聴
衆
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
す
で
に
内
裏
最
勝
講
に

請
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
弘
安
十
一
年

七
月
の
法
勝
寺
八
講
の
講
師
を
つ
と
め
た
ほ
か
、

弘
安
六
年
二
月
の
後
嵯
峨
院
八
講
、
同
年
十
月
の

土
御
門
院
八
講
、
弘
安
九
年
閏
十
二
月
の
浄
金
剛

院
八
講
、
正
応
六
年
八
月
の
石
清
水
八
幡
の
放
生

会
導
師
、
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
三
月
の
長
講
堂

八
講
な
ど
に
出
仕
し
た
。
特
に
長
講
堂
八
講
で
は

問
者
と
の
論
義
が
数
刻
に
及
ん
だ
と
い
う
。
永
仁

三
年
二
月
に
は
園
城
寺
唐
院
で
覚
助
僧
正
よ
り
伝

法
灌
頂
を
う
け
た
し
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
に

は
園
城
寺
探
題
に
補
さ
れ
た
。
鎌
倉
で
の
所
職
は

不
明
で
あ
る
が
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
二
月
、

延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
六
月
の
鶴
岡
大
仁
王
会
で

そ
れ
ぞ
れ
読
師
を
つ
と
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
定

仙
は
教
月
院
を
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
園
城
寺

別
当
親
性
が
保
持
し
て
い
た
院
家
で
あ
る
。
定
仙

の
鎌
倉
下
向
も
、
親
性
と
の
関
わ
り
で
実
現
し
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
弟
子
に
は
能
仙
の
ほ
か
、
定

仙
の
甥
の
顕
幸
僧
都
が
い
る

A
[
B

。
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平2009

で
は
こ
の
項
を
『
鶴
岡
社
務
記
録
』『
三
井

続
燈
記
』「
園
城
寺
伝
法
血
脈
」『
勘
仲
記
』『
吉
続
記
』『
実

躬
卿
記
』
等
の
記
録
に
基
づ
い
て
記
し
て
お
り

A
\
B

信
頼
性

は
高
い
。
す
な
わ
ち
、『
尊
卑
分
脈
』
の
姉
小
路
顕
朝
の

系
図
に
記
さ
れ
た
定
仙
は
こ
の
寺
門
派
の
教
月
院
定
仙

で
あ
り
、『
尊
卑
分
脈
』
の
記
述
に
錯
誤
は
無
く
、
覚
如

房
定
仙
と
は
ま
っ
た
く
の
別
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
同
時
に
、
覚
如
房
定
仙
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
記

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
な
お
、
こ
の
記

述
か
ら
す
る
と
教
月
院
定
仙
の
鎌
倉
で
の
事
跡
は
嘉
元

三
年
と
延
慶
二
年
の
鶴
岡
大
仁
王
会
な
の
で
、
い
ず
れ

も
覚
如
房
定
仙
没
後
の
こ
と
で
あ
り
、
鎌
倉
に
お
け
る

両
者
の
活
動
時
期
は
被
っ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
鎌
倉
時
代
に
鎌
倉
で
活
動
し
た
僧
侶

九
百
四
十
九
名
を
収
録
し
た
永
井2020

に
は
、
こ
の
寺

門
派
の
教
月
院
定
仙
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
覚
如
房

定
仙
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

②
「
常
陸
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

『
真
言
宗
全
書
』
所
収
の
血
脈
類
に
は
、
定
仙
の
名
は

三
ヶ
所
に
登
場
す
る
。
そ
の
内
の
二
つ
に
は「
常
陸
上
人
」

「
常
陸
法
印
」
と
い
う
傍
注
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、『
野
沢
血
脈
集
』
巻
第
二
の
成
賢
の
付
法

二
十
人
の
一
人
、
意
教
流
の
祖
で
あ
る
意
教
上
人
頼
賢

の
下
に
、

頼
賢
―
義
能
―
定常
陸
上
人仙 A

]
B

と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
や
は
り
意
教
方
の

血
脈
に
、

意
教
―
義
能
―
―
賢
誉

　
　
　
　
　
　

―
定常
陸
法
印仙 A

^
B

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
定
仙
は
「
常
陸
上
人
（
あ
る
い

は
法
印
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
常
陸
国
と
何

ら
か
の
縁
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
聊
か
疑
問
が
あ
る
。
称
名
寺
聖
教
を
見
て
み
る

と
、
定
仙
が
「
常
陸
～
」
と
称
さ
れ
た
例
は
見
ら
れ
ず
、

む
し
ろ
定
仙
が
受
法
し
た
人
物
が
「
常
陸
法
印
」
等
と

呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
勧
修
寺

流
の
定
宣
で
あ
る

A
_
B

。
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定
宣
の
出
自
や
事
蹟
は
詳
ら
か
で
な
く
生
没
年
も
不

明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
人
物
の

よ
う
で
あ
る
。『
血
脈
類
聚
記
』
に
よ
る
と
い
ず
れ
も
勧

修
寺
流
で
、
寛
位
の
付
法
と
し
て
「
定備

後宣
」

A
`
B

と
あ
り
、

阿
性
上
人
覚
宗
の
付
法
と
し
て
「
定
宣　

備
後
法
印

A
a
B

」

と
あ
り
、
三
河
僧
都
定
祐
の
付
法
と
し
て
「
定
宣　

法

印
権
大
納
言
。
常
陸

A
b
B

」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
定
宣
は
備

後
法
印
と
も
常
陸
法
印
と
も
称
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

A
c
B

。

定
仙
が
こ
の
定
宣
か
ら
勧
修
寺
流
を
受
法
し
た
記
録

は
、
定
仙
の
受
法
記
録
を
集
成
し
た
『
仙
芥
集
』
の
中

に
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、『
仙
芥

集 hom
a

要
抄

A
d
B

』
に
は
「
常
陸
法
印
云
、故
三
河
僧
都
云
」

と
し
て
常
陸
法
印
定
宣
が
語
っ
た
三
河
僧
都
定
祐
の
伝

を
記
し
て
お
り
、『
仙
芥
集 hom

a

要
抄
行
海

A
e
B

』
に
も
定
宣

の
伝
に
つ
い
て
「
常
陸
僧
都
説
也
」
な
ど
と
記
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
『
仙
芥
集 

灌
頂
行
事
口
伝

A
f
B

』
で
も
「
常

陸
法
印
云
」
と
し
て
主
に
勧
修
寺
流
の
灌
頂
行
事
に
つ

い
て
定
宣
の
口
伝
を
書
き
記
し
て
お
り
、
そ
の
識
語
に

は
「
永
仁
二
年

A
g
B

九
月
十
六
日
記
之　

常
陸
法
印
説
之　

定
仙
記
之
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
定
仙

が
定
宣
か
ら
受
法
し
た
時
期
に
お
い
て
は
、
定
宣
は
「
常

陸
法
印
」
と
称
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
「
常
陸
法
印
」
と
称
さ
れ
て
い
た
の
は
定

仙
で
は
な
く
定
宣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
定
宣
と

定
仙
は
、
表
記
は
一
字
違
い
、
音
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、

後
世
混
乱
し
て
記
録
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

よ
っ
て
『
血
脈
類
聚
記
』
の
定
仙
の
傍
注
に
「
常
陸
～
」

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
定
仙
の
出

自
と
関
連
付
け
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
鎌
倉
で
活
動
す
る
以
前
の
定
仙
の
事
績
が
詳
ら

か
で
な
く
、
入
門
の
師
や
最
初
の
灌
頂
の
師
に
つ
い
て

も
不
明
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ

の
定
祐
―
定
宣
と
い
う
師
弟
と
定
仙
と
は
同
門
な
の
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
定
」
と
い
う

字
が
共
通
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た

受
法
記
録
等
か
ら
定
仙
が
定
宣
か
ら
親
し
く
教
え
を
受

け
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
称
名
寺

聖
教
に
は
定
仙
が
受
法
し
た
『
南
天
鉄
塔
法
』
と
い
う
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史
料
が
三
点
伝
わ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ
た
相
承

系
譜
を
見
て
み
る
と
、
二
点
は
「
定
祐
僧
都
―
定
宣
法

眼
―
定
仙

A
h
B

」
と
な
っ
て
お
り
、
も
う
一
点
で
は
「
定
祐

僧
都
―
定
仙
大
法
師

A
i
B

」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
後
者

は
定
宣
を
介
さ
ず
、
定
祐
か
ら
直
接
定
仙
に
授
け
ら
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
転
写
の
過
程
で
脱
落
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
が
。
興
味
深
い
こ
と
に
櫛
田1964

で
は
、

蓮
顕
の
資
に
寛
位
が
あ
る
。
建
長
の
頃
か
ら
鎌
倉

に
来
て
二
階
堂
勝
福
寺
で
師
資
相
承
の
筵
を
結
ん

で
走
湯
山
の
覚
玄
、
覚
海
、
定
祐
に
付
法
し
、
定

祐
の
資
定
仙
と
共
に
勝
福
寺
中
心
に
法
流
を
発
展

せ
し
め
て
い
る

A
j
B

。

と
あ
り
「
定
祐
の
資
定
仙
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
定
仙
は
定
宣
の
間
違
い
か
と
思
わ
れ
る
。
定
仙
が

寛
位
と
共
に
勝
福
寺
で
活
動
し
た
こ
と
は
管
見
の
限
り

確
認
で
き
な
い
し
、
定
仙
は
寛
位
の
付
法
で
も
な
い
。

一
方
、
定
宣
は
定
祐
の
弟
子
で
あ
り
、
勝
福
寺
で
寛
位

か
ら
灌
頂
を
受
け
た
付
法
で
も
あ
る
。
た
だ
、
仮
に
定

仙
が
定
祐
の
弟
子
だ
と
し
た
ら
定
宣
は
兄
弟
弟
子
で
あ

り
、
定
宣
か
ら
親
し
く
教
え
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
納

得
で
き
る
。
二
人
の
弟
子
に
わ
ざ
わ
ざ
混
同
し
や
す
い

同
じ
読
み
の
名
前
を
付
け
る
だ
ろ
う
か
？ 

と
い
う
疑
問

は
残
る
が
。
と
も
か
く
、
現
時
点
で
は
定
祐
あ
る
い
は

定
宣
と
定
仙
と
の
間
に
法
の
授
受
以
上
の
師
弟
関
係
は

確
認
で
き
ず
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
な
関
係
だ
っ

た
の
か
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
定
祐
一

門
と
の
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
出
自
や
北
条

氏
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

③
西
大
寺
と
の
関
係

先
述
の
通
り
、
定
仙
は
亀
谷
の
釈
迦
堂
を
住
坊
と
し
、

そ
こ
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
が
、
そ
の
釈
迦
堂
は
西

大
寺
叡
尊
が
鎌
倉
下
向
時
に
止
住
し
た
寺
で
あ
っ
た
。

で
は
、
定
仙
は
西
大
寺
あ
る
い
は
叡
尊
と
は
関
係
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
？

『
西
大
寺
光
明
真
言
過
去
帳
』「
比
丘
衆
・
衆
首
分
」
に

は
、

覚
如
房　

釈
迦
堂

A
k
B 
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と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
定
仙
が
亡
く
な
っ
た
時
点
で

定
仙
、
あ
る
い
は
釈
迦
堂
と
西
大
寺
と
は
関
係
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
定
仙
に
つ
い
て
の
記
述
の
二

つ
後
に
は
「
極
楽
寺
開
山
長
老
忍
性
菩
薩
」
と
あ
り
、

少
な
く
と
も
極
楽
寺
忍
性
と
並
び
記
さ
れ
る
程
度
に
は

西
大
寺
と
の
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
定
仙
と
西
大
寺
と
の
関
係
を
示
す
資
料
は

こ
れ
以
外
に
な
い
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
る
。
称
名
寺

聖
教
等
、
定
仙
関
連
の
聖
教
に
は
律
に
関
す
る
も
の
は

無
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
密
教
の
事
相
関
連
の
も
の
で

あ
り
、
叡
尊
や
忍
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
も
無
い
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
人
師
に
精
力
的
に
受
法
し
な
が
ら
、

そ
の
相
承
す
る
法
流
が
後
世
菩
薩
流
と
称
さ
れ
る
叡
尊

か
ら
も
、
ま
た
そ
の
弟
子
た
ち
か
ら
も
受
法
の
形
跡
が

な
い
。
釈
迦
堂
と
地
理
的
に
近
い
極
楽
寺
に
住
し
た
忍

性
と
の
交
流
も
認
め
ら
れ
な
い

A
l
B

。

た
だ
、
称
名
寺
聖
教
の
奥
書
の
中
に
若
干
、
気
に
な

る
記
述
が
あ
る
。
二
五
八
函
六
―
四
『
灌
頂
口
伝
第
三
重

悉
地
用
合
智
印
明
事
』
の
奥
書
に
は
「
老
比
丘
定
仙
」
と
記
し
、

二
九
五
函
八
『
灌
頂
鉤
鏁
次
第
秘
決
』
に
は
相
承
の
系

譜
を
示
す
中
に
「
定
仙
長
老
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ

る
な
ら
ば
定
仙
は
西
大
寺
末
の
新
清
凉
寺
釈
迦
堂
長
老

と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
定
仙
と
西
大
寺
と
の
関
係
は
今
一
つ
判

然
と
し
な
い
が
、
仮
に
定
仙
が
西
大
寺
真
言
律
の
僧
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
北
条
氏
と
の
関
係
は
つ
な
が
っ
て

く
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
叡
尊
を
鎌
倉
に
招
聘

し
た
の
は
叡
尊
に
帰
依
し
鎌
倉
で
の
授
戒
を
切
望
し
て

い
た
金
沢
北
条
氏
の
実
時
で
あ
っ
た
。
実
時
か
ら
の
度

重
な
る
要
請
を
受
け
た
叡
尊
は
そ
の
熱
意
に
折
れ
、
老

体
を
お
し
て
下
向
し
た
。
鎌
倉
滞
在
中
の
叡
尊
の
も
と

に
は
実
時
と
そ
の
一
族
は
も
ち
ろ
ん
、
五
代
執
権
で
あ
っ

た
得
宗
家
の
北
条
時
頼
と
そ
の
室
、
六
代
執
権
北
条
長

時
と
そ
の
一
族
、
七
代
執
権
北
条
政
村
一
族
な
ど
多
く

の
北
条
氏
の
人
間
が
訪
れ
た
。
ま
た
将
軍
家
か
ら
悲
田

院
の
病
者
・
孤
児
に
い
た
る
ま
で
多
く
の
人
々
に
授
戒
・

布
薩
を
行
い
、
幕
府
や
北
条
氏
の
叡
尊
や
そ
の
弟
子
忍

性
等
に
対
す
る
信
頼
は
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
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あ
る
。
も
し
定
仙
が
西
大
寺
真
言
律
の
僧
で
、
叡
尊
の

命
に
よ
り
釈
迦
堂
に
入
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
北
条
氏

の
庇
護
を
受
け
た
と
し
て
も
納
得
が
い
く
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
定
仙
と
北
条
氏
と
の
関
係
は
西
大
寺
真
言
律
の

僧
と
い
う
身
分
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
出
自
と
は
関

係
の
な
い
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
と
め

定
仙
の
事
績
は
北
条
氏
と
の
関
り
の
中
で
成
立
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

定
仙
と
北
条
氏
と
の
関
係
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
の
は
、

出
自
を
含
め
定
仙
の
前
半
生
が
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
本
稿
で
は
定
仙
の
出
自
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
と

な
る
数
少
な
い
情
報
を
検
証
し
た
が
、
件
の
定
仙
と
は

関
係
な
い
も
の
や
、
断
片
的
過
ぎ
て
判
断
し
か
ね
る
も

の
ば
か
り
で
、
結
局
核
心
に
は
迫
れ
な
か
っ
た
。
西
大

寺
真
言
律
と
の
関
係
も
、
北
条
氏
の
庇
護
を
受
け
る
説

明
に
は
な
る
が
、
定
仙
が
釈
迦
堂
を
住
坊
と
し
て
い
た

こ
と
以
上
に
は
つ
な
が
り
が
見
え
ず
、
な
ぜ
叡
尊
や
忍

性
と
の
交
流
の
痕
跡
が
な
い
の
か
と
い
う
大
き
な
謎
が

残
っ
た
。
同
時
に
北
条
氏
と
の
関
係
は
定
仙
の
出
自
と

は
関
係
の
な
い
も
の
と
な
り
、
定
仙
の
出
自
は
依
然
謎

の
ま
ま
と
な
る
。

註
（
１
）
称
名
寺
聖
教
の
内
、
奥
書
等
に
定
仙
の
名
が
記
さ
れ
た
史
料
は

一
二
八
点
あ
る
。
定
仙
関
連
の
史
料
が
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
て
伝

存
し
て
い
る
の
は
称
名
寺
聖
教
が
唯
一
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
新
清
凉
寺
釈
迦
堂
に
つ
い
て
は
、
史
跡
め
ぐ
り
会
記
録
、
貫

1980

、
埋
文
二
八
参
照
。

（
３
）
現
在
は
「
亀
谷
」
と
い
う
地
名
で
は
な
く
「
扇
谷
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
亀
谷
」
と
い
う
地
名
の
名
残
は
、近
く
に
あ
る
寿
福
寺
の
山
号
「
亀

谷
山
」
や
、
鎌
倉
七
口
の
一
つ
「
亀
谷
坂
」
に
見
ら
れ
る
。

（
４
）
引
用
文
中
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
。

（
５
）『
文
庫
古
文
書
』
九
、九
一
頁
。
六
三
四
八
。

（
６
）
称
名
寺
聖
教
一
二
八
函
一
八
（
以
下
、
断
り
な
く
聖
教
番
号
を
挙

げ
る
場
合
は
、
称
名
寺
聖
教
で
あ
る
）。

（
７
）
三
七
五
函
三
二
④
一
一
。

（
８
）『
韮
山
町
史
』
第
四
巻
、
二
六
四
頁
。

（
９
）
た
だ
し
、
晩
年
の
一
定
期
間
、
伊
豆
守
山
の
満
願
院
に
滞
在
し
た

可
能
性
が
あ
る
。
拙
稿2014

、
四
三
二
頁
。
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（
10
）
定
仙
が
頼
助
か
ら
受
法
し
た
安
祥
寺
流
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿

2015a

参
照
。

（
11
）
守
海
（
一
二
〇
七
―
一
二
六
六
）。
大
納
言
法
印
、
遺
身
院
法
印
。

守
海
の
相
承
す
る
三
宝
院
流
は
醍
醐
の
遍
智
院
成
賢
よ
り
伝
法
灌

頂
を
受
け
、
さ
ら
に
鎌
倉
北
斗
堂
に
お
い
て
報
恩
院
憲
深
よ
り
重

受
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
守
海
の
三
宝
院
流
を
特
に
佐
々
目
流

と
呼
び
、
後
に
関
東
で
隆
盛
し
た
。

（
12
）
良
瑜
（
一
二
〇
四
―
一
二
六
七
）。
安
祥
寺
定
心
院
僧
正
、
円
城
寺

権
僧
正
。
平2009
参
照
。

（
13
）
京
の
安
祥
寺
は
御
留
守
儀
と
し
て
寛
海
に
託
さ
れ
た
。

（
14
）
法
助
（
一
二
二
七
―
一
二
八
四
）。
仁
和
寺
第
十
世
。
開
田
准
后
。

摂
政
関
白
九
条
道
家
の
第
五
子
。
鎌
倉
幕
府
第
四
代
将
軍
頼
経
は

道
家
の
第
三
子
な
の
で
法
助
は
将
軍
の
実
弟
で
あ
る
。

（
15
）
法
助
の
仁
和
寺
門
跡
補
任
が
関
東
申
次
西
園
寺
実
氏
の
妨
害
に

あ
っ
た
時
、
安
達
景
盛
を
介
し
て
五
代
執
権
時
頼
に
取
り
計
ら

い
を
頼
み
無
事
補
任
せ
ら
れ
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

時
頼
は
亡
く
な
る
が
、
時
頼
の
実
子
で
あ
る
八
代
執
権
時
宗
の
願

に
よ
り
、
頼
助
は
法
助
よ
り
仁
和
寺
御
流
を
受
法
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
時
宗
の
発
願
と
い
う
よ
り
は
頼
助
の
外

護
者
で
あ
っ
た
父
時
頼
の
遺
志
を
継
い
で
の
事
で
あ
っ
た
ろ
う

し
、
法
助
と
し
て
も
そ
れ
が
仁
和
寺
門
跡
補
任
に
際
し
取
り
計

ら
っ
て
も
ら
っ
た
時
頼
の
遺
志
で
、
そ
の
子
時
宗
か
ら
の
願
な
ら

ば
、
そ
の
恩
に
報
い
る
ほ
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
16
）
一
二
八
七
年
。

（
17
）
拙
稿2015a

で
は
「
東
寺
一
長
者
」
と
記
し
て
い
た
が
こ
れ
は
誤

り
で
あ
る
。『
東
寺
長
者
補
任
』
に
よ
れ
ば
頼
助
が
東
寺
一
長
者

に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。

（
18
）
一
二
九
二
年
。

（
19
）
一
二
八
八
年
。

（
20
）
一
二
九
五
年
。

（
21
）
こ
の
他
に
も
補
任
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
尾
張
熱
田
社
座
主
、
尾

張
長
幡
寺
・
東
安
寺
両
別
当
、
醍
醐
寺
理
性
院
院
主
、
高
野
山

真
別
処
院
主
、
佐
々
目
法
華
堂
別
当
も
兼
務
し
て
い
る
。
吉
田

1985

、
三
三
頁
。

（
22
）
文
庫
古
文
書
九
、一
〇
四
頁
、
六
三
七
五
。

（
23
）
三
一
三
函
五
。
三
二
〇
函
八
は
「
建
武
三
年
七
月
一
日
、
以
長
老

御
本
書
写
了
、
実
真
六
十
一
」

（
24
）
現
在
も
同
名
の
寺
院
が
同
地
に
あ
る
。

（
25
）
池
谷2008

参
照
。

（
26
）
詳
し
く
は
拙
稿2014

参
照
。

（
27
）
現
存
史
料
で
書
写
日
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。
後
欠
の
た
め

奥
書
を
欠
く
写
本
も
存
す
る
。

（
28
）『
韮
山
町
史
』
第
四
巻
、
二
六
五
頁
。

（
29
）
渡
辺
匡
一
「
仏
法
紹
隆
寺
覚
え
書
き
」『
内
陸
文
化
研
究
』
三

（
二
〇
〇
四
）
九
頁
。

（
30
）『
尊
卑
分
脈
』
巻
七
、三
二
頁
。

（
31
）
親
玄
に
つ
い
て
は
伊
藤2003

、
石
田2004a

・b

参
照
。
定
仙
の

親
玄
か
ら
の
受
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿2014

・2017

・2019

参
照
。

（
32
）『
仙
芥
集
』
一
一
と
一
二
は
「
親
玄
僧
正
口
伝
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、

三
宝
院
流
に
つ
い
て
親
玄
の
伝
を
中
心
に
諸
師
の
伝
を
ま
と
め
た
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も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
は
「
永
仁
五
年
九
月
二
十
二
日
記

之　

定
仙
」
と
あ
り
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
九
月
二
十
二
日

と
い
う
日
付
は
親
玄
か
ら
受
法
し
た
日
で
は
な
く
、
過
去
に
受
け

た
口
伝
を
ま
と
め
記
し
た
日
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

（
33
）『
親
玄
日
記
』
中
、
七
五
頁
下
。

（
34
）
平2009
、
一
七
三
頁
。

（
35
）
平2009

、
二
〇
二
頁
、
註
番
号
（
151
）。

（
36
）『
真
言
宗
全
書
』
三
九
、三
七
五
頁
下
。

（
37
）『
真
言
宗
全
書
』
三
九
、四
〇
四
頁
上
。

（
38
）
定
仙
の
定
宣
か
ら
の
受
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿2015b

参
照
。

（
39
）『
真
言
宗
全
書
』
三
九
、二
五
二
頁
下
。

（
40
）『
真
言
宗
全
書
』
三
九
、二
七
一
頁
下
。

（
41
）『
真
言
宗
全
書
』
三
九
、二
七
四
頁
上
。

（
42
）
あ
る
い
は
途
中
で
改
称
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る

史
料
は
定
仙
関
係
の
写
本
中
に
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
だ

十
分
な
検
討
が
済
ん
で
い
な
い
の
で
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

（
43
）
一
三
函
一
―
二
五
。

（
44
）
一
三
函
一
―
二
六
。

（
45
）
一
三
函
一
―
二
九
。

（
46
）
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）。

（
47
）
三
二
八
函
八
一
、三
九
九
函
二
五
六
。

（
48
）
二
九
九
函
四
二
。

（
49
） 

櫛
田1964

、
四
九
八
頁
。

（
50
）『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
（
一
九
六
八
）

七
七
頁
。
こ
の
資
料
に
「
覚
如
房
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
細
川2000

で
知
っ
た
。
た
だ
し
、
細
川2000

で
は
こ
の
「
覚

如
房
」
を
叡
尊
の
弟
子
で
あ
る
成
願
房
覚
如
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

筆
者
は
両
者
を
別
人
と
考
え
て
い
る
。詳
し
く
は
拙
稿2013

参
照
。

（
51
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細
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で
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「
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に
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た
覚
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入
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し
た
。」（
一
三
〇
頁
）
と
あ
る
が
、

こ
れ
も
成
願
房
覚
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の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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